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 （続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、近時急速な展開をみせる「違法、無報告、無規制漁業」（以下「IUU漁
業」）に対する国際的な規制の問題を旗国主義の観点から考察したもので、とりわけ
「旗国以外の国」による法執行の法的根拠にかかる論点を包括的に検討してその法構
造の全体像を明らかにし、さらには制度の正当性・実効性にまで考察を進めた意欲作
である。全体として、関連法制度の分析において新たな知見を提示する優れた業績で
あると評価することができる。 
 第一に、本論文は、IUU漁業として知られる漁獲活動の概念について、その起源に
まで遡りながら丹念に検討することによって、その３つの要素の相互関係について緻
密な分析を行い、その上で、とりわけ「無規制漁業」が法的に最も重大な問題を内包
していることを説得的に論証している。法学においては、一見些細であるが法的には
重大な相違に繋がりうる要素を発見し、論を展開することが極めて重要なことがある
が、本論文は、申請者がこの点において高い能力を有していることを例証するととも
に、IUU漁業のうち違法ではない「無規制漁業」が法的に最も重大な問題を孕むとい
う逆説を説得的に論ずることで、重要な問題提起を行ったものとして高く評価でき
る。 
第二に、地域的漁業管理機関と総称される各種の機関は、今日、IUU漁業対策にお
いて中心的な役割を果たしているにも拘らず、その制度と活動内容が少なくとも我が
国ではあまり知られておらず、特にその包括的な研究はいまだ行われていないのが実
情である。そのような中で本論文は、そうした地域的漁業管理機関による生物資源の
保存管理措置に関する膨大な資料を網羅的に渉猟し、「旗国以外の国」による法執行
にかかる部分を中心に、その旗国主義との関係を法的観点から検討し、厳格な加盟条
件、加盟国にのみ適用される「反対手続」、「非加盟・協力国」の制度、非加盟・非
協力国に適用される「推定方式」などの存在が、保存管理措置の実効性を妨げている
だけでなく、「旗国以外の国」による法執行にかかる法的問題の根本原因ともなって
いる点を鋭く指摘して、我が国における海洋法研究に重要な貢献をなしたといえる。
もっとも、本論文に通底している、公海の秩序維持との関係における旗国主義の役
割の強調が、IUU漁業問題の発生の背景にある旗国による実効的取締りの欠如の問題
と、どのように整合的に理解できるかについては、論文においても十分に説得的な論
が提示されていない。しかしこの点については、不十分ながらも終章において「対
立」から「協力」への転換という形で大枠は示されており、今後の研究においてさら
に具体的な検討が進められていくことが期待される。 
以上の理由により、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであ
り、かつ、学界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認められ
る。また、平成２９年２月１日に調査委員３名が論文内容とそれに関連した試問を
行った結果、合格と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当
するものと判断し、公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したも
のとすることを認める。 
